
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東庄の 森  だ よ り №51 

千葉県立東庄県民の森ニュース 令和 5年 3月発行 

害獣「モグラ(土竜)」 

 

 

 

ﾓｸﾞﾗは哺乳類で肉食動物。寿命は 3 年ほどと言わ
れ、一生の大半を地中で過ごします。 
視力はほとんどなく嗅覚・聴覚が発達していて音

と臭いに敏感です。 
餌は地中に生息するﾐﾐｽﾞ・ｺｶﾞﾈﾑｼの幼虫、ﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ

などを餌にしていて、餌を探すため、1日に 50ｍ以上
ﾄﾝﾈﾙを掘るとも言われ、1 分間で 30 ㎝程度のｽﾋﾟｰﾄﾞ
でとにかく掘りまくるため、ｶﾛﾘｰ消費が激しく、1日
に体重の半分もの餌を食べる大食いです。 
何も食べない状態が 12時間以上続くと簡単に餓死

してしまうので、冬眠せず常に餌探しをして餌の保
管庫にｽﾄｯｸしています。 
ﾓｸﾞﾗの巣は地中 30 ㎝から 1ｍあたりに部屋と通路

があり、部屋だけでも「餌を獲る部屋」「餌を蓄える
部屋」「侵入者から隠れる部屋」「休憩部屋」などがあ
り、それらの部屋をつなぐ通路はﾄﾝﾈﾙと呼ばれ、「頻
繁に通る本道」と「滅多に使わない支道」に分けられ
ています。 
ﾓｸﾞﾗ対策には、そのﾄﾝﾈﾙの本道を見つけておくこ

とが大切です。 
見つけ方として、ﾓｸﾞﾗ塚(ﾓｸﾞﾗが掘った土の山)を

足で踏み固め埋めてみます。本道であれば修復する
習性があるため、後日ﾄﾝﾈﾙが元に戻っています。 
 

※対策①刺激臭で撃退(忌避剤、木酢液、正露丸など) 

   ②音や振動で警戒(ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ風車、音波振動装置) 
   ③罠で捕獲(注:絶滅危惧種や準絶滅危惧種の種もあり) 

 

発行・編集 千葉県立東庄県民の森管理事務所 （指定管理者 千葉県森林組合連合会） 

香取郡東庄町小南 639  TEL：0478-87-0393 FAX：0478-87-0818 

休園日/年中無休   開園時間/9:00～17:00   

 

日本の固有種 1種 1属の「杉」 

 

 

 

 

 

 

 

 

今や杉は嫌われ者のｲﾒｰｼﾞですが、杉の花粉を除けば、なかなかの優
れものの木です。 
 
スギは環境の適応性が広いうえ丈夫な樹種。日本で最も多く植林され

た木で、北海道の南部以南のほぼ日本全土にスギ林が見られます。 
 
縄文時代後期から弥生時代(4000年～2000年前)はスギの時代といわ

れるほど急激に分布を広げ、現代でも建築材をはじめ、桶や樽、船など
古くから幅広く利用されてきました。 
 
樹木がCO₂を吸収し地球温暖化を防止する効果があるのは知られてい

ますが、大気中の有毒ガスを吸収・吸着し空気を浄化する性質も。 
特に杉はその機能が顕著であることが実験結果に出ています。 
（参考資料⇒森林・林業学習館 HP） 
 
奈良県にある正倉院は「世界の宝庫」とも呼ばれ、1300 年もの時を

経ても、今も高い保存性で残っているのは、ﾋﾉｷの部材の校倉や、宝物
本体が保存されている杉の箱(唐櫃ｶﾗﾋﾞﾂ)によるものと言われていま
す。 
 
杉には調温・調湿作用をはじめ、二酸化窒素濃度やﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｵｿﾞ

ﾝなど宝物を劣化させるような物質を吸着してしまう機能があることが
最近になってわかってきています。 
 
杉は、昔から日本人にとって、なくてはならない存在でもあるのです。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊4∼6月イベント＊ 


